
清
文
堂

注文書
表 1 表 4 注文書構成

第
一
巻

冊

全
三
巻

セ
ッ
ト　
注
文
し
ま
す

ご
住
所

お
名
前

Ｔ
Ｅ
Ｌ

お取り扱い

清文堂出版
〒542―0082

大阪市中央区島之内
2丁目 8番 5号

諸
行
無
常
の
響
あ
り
。

清
盛
の
栄
華
を
軸
に
、
諸
勢
力
の
興
亡
を
描
く
。

表 1 表 4 注文書構成

第
一
巻

保
元・平
治
の
乱
と
平
氏
の
栄
華

元
木
泰
雄
編

第
二
巻

治
承
～
文
治
の
内
乱
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立

野
口 

実
編

第
三
巻

公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界

平 

雅
行
編

Ⅰ 

鳥
羽
院
政
と
保
元
の
乱

鳥
羽
院
・
崇
徳
院　
崇
徳
院
政
の
夢�

佐
藤
健
治

藤
原
忠
実　
辛
酸
を
嘗
め
て
中
世
を
切
り
開
い
た
摂
関
家
家
長�

�

佐
古
愛
己

藤
原
頼
長　
苦
闘
す
る
大
学
者�

横
内
裕
人

平

忠
盛　
都
鄙
で
広
が
る
京
武
者
の
舞
台�

守
田
逸
人

源

為
義　
保
元
の
乱
に
お
け
る
実
像�

須
藤　

聡

覚
仁
と
信
実　
悪
僧
論�

久
野
修
義

阿
多
忠
景
と
源
為
朝　
そ
の
伝
説
と
実
像�

栗
林
文
夫

コ
ラ
ム　
王
家
の
乳
母�

野
々
村
ゆ
か
り

Ⅱ 

平
治
の
乱
と
後
白
河
院
政
の
成
立

後
白
河
院　
暗
主
の
波
乱
万
丈
の
生
涯�

高
橋
典
幸

藤
原
忠
通
と
基
実　
院
政
期
摂
関
家
の
ア
ン
カ
ー�

�

樋
口
健
太
郎

信

西　
中
世
を
拓
い
た
稀
有
の
天
才�

木
村
真
美
子

藤
原
信
頼
・
成
親　
平
治
の
乱
と
鹿
ケ
谷
事
件�

�

元
木
泰
雄

藤
原
経
宗　
拷
問
を
受
け
た
有
識
の
公
卿�

元
木
泰
雄

源

義
朝　
最
初
の
武
士
の
棟
梁�

近
藤
好
和

コ
ラ
ム　
院
と
芸
能
者
た
ち�

辻　

浩
和

Ⅲ 

平
氏
の
栄
華

平

清
盛　
「
お
ご
れ
る
」
権
力
者
の
実
像�

川
合　

康

池
禅
尼
と
二
位
尼　
平
家
の
後
家
た
ち�

栗
山
圭
子

平
時
忠
と
信
範　
「
日
記
の
家
」
と
武
門
平
氏�

�

松
薗　

斉

藤
原
邦
綱
と
そ
の
娘
た
ち　
平
清
盛
の
盟
友
／
近
衛
家
の
忠
臣�

�

佐
伯
智
広

平

重
盛　
一
門
栄
耀
の
反
照�

平
藤　

幸

西

行　
秀
郷
流
故
実
の
継
承
者�

近
藤
好
和

コ
ラ
ム　
京
武
者
た
ち�

元
木
泰
雄

Ⅰ 

列
島
を
覆
う
戦
雲

源
頼
政
と
以
仁
王　
摂
津
源
氏
一
門
の
宿
命�

�

生
駒
孝
臣

甲
斐
源
氏　
東
国
に
成
立
し
た
も
う
一
つ
の
「
政
権
」�

�

西
川
広
平

木
曾
義
仲　
反
乱
軍
と
し
て
の
成
長
と
官
軍
へ
の
転
換�

�

長
村
祥
知

源
義
経
と
範
頼　
平
氏
追
討
の
戦
い�

宮
田
敬
三

平

宗
盛　
悲
運
の
武
家
の
棟
梁�

田
中
大
喜

平
氏
の
新
旧
家
人
た
ち　
相
伝
家
人
と
門
客�

西
村　

隆

藤
原
秀
衡　
奥
の
御
館
と
幕
府
構
想�

三
好
俊
文

コ
ラ
ム　
乳
母
と
乳
母
子
―
―
頼
朝
と
義
仲�

糟
谷
優
美
子

Ⅱ 

鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
東
国
武
士

源

頼
朝　
天
下
草
創
の
光
と
影�

元
木
泰
雄

大
庭
景
親　
石
橋
山
合
戦
の
平
家
方
大
将�

�
森　

幸
夫

城
助
永
と
助
職（
長
茂
）　
北
越
の
「
御
館
」
武
士�

�

高
橋
一
樹

千
葉
常
胤　
列
島
を
転
戦
し
た
清
盛
・
西
行
と
同
い
年
の
東
国
武
士�

�

野
口　

実

和
田
義
盛
と
梶
原
景
時　
鎌
倉
幕
府
侍
所
成
立
の
立
役
者
た
ち�

�

滑
川
敦
子

北
条
時
政
と
牧
の
方　
豆
駿
の
豪
傑
、
源
頼
朝
か
ら
の
自
立�

�

落
合
義
明

源

頼
家　
「
暗
君
」
像
の
打
破�

藤
本
頼
人

コ
ラ
ム　
九
州
の
武
士
た
ち
―
―
原
田
種
直
・
菊
池
隆
直
・�

緒
方
惟
栄�

清
水　

亮

Ⅲ 

内
乱
期
の
女
院
・
貴
族
と
僧
た
ち

八 

条 

院　
〈
鍾
愛
の
女
子
〉
の
系
譜�

高
松
百
香

藤
原
兼
実　
右
大
臣
か
ら
内
覧
へ�

高
橋
秀
樹

源

通
親　
権
力
者
に
仕
え
続
け
た
男
の
虚
像�

�

佐
伯
智
広

法
然
と
貞
慶
・
明
恵　
仏
教
改
革
の
群
像�

平　

雅
行

重

源　
王
法
仏
法
の
興
隆
を
め
ざ
し
て�

久
野
修
義

栄

西　
日
本
禅
宗
の
原
型�

中
尾
良
信

コ
ラ
ム　
流
人
頼
朝
の
側
近
た
ち
―
―
挙
兵
に
加
わ
っ
た�

文
官
・
神
官�

下
村
周
太
郎

Ⅰ 

承
久
の
乱
と
朝
廷

後
鳥
羽
院　
万
能
の
君
の
陥
穽�

美
川　

圭

九
条
道
家　
院
政
を
布
い
た
大
殿�

井
上
幸
治

西
園
寺
公
経　
当
世
の
重
臣
、
比
肩
す
べ
き
人
無
し
、�

諸
事
思
う
が
ご
と
き
の
人
な
り�

山
岡　

瞳

藤
原
秀
康　
鎌
倉
前
期
の
京
武
者
と
承
久
の
乱�

�

長
村
祥
知

藤
原
定
家　
歌
の
切
り
棄
て
「
か
た
腹
い
た
や
」�

�

谷　
　

昇

コ
ラ
ム　
動
揺
す
る
仁
和
寺
御
室�

金　

正
文

Ⅱ 

執
権
政
治
を
め
ぐ
る
群
像

源 

実
朝　
青
年
将
軍
の
光
と
影�

坂
井
孝
一

北
条
政
子　
朦
朧
の
御
台
所�

黒
嶋　

敏

北
条
義
時　
義
時
朝
臣
天
下
を
幷
呑
す�

田
辺　

旬

北
条
泰
時　
東
西
文
化
を
融
合
さ
せ
た
宰
相�

菊
池
紳
一

北
条
時
房
と
重
時　
六
波
羅
探
題
か
ら
連
署
へ�

久
保
田
和
彦

九
条
頼
経
・
頼
嗣　
棟
梁
に
し
て
棟
梁
に
あ
ら
ざ
る�

摂
家
将
軍
の
蹉
跌�

岩
田
慎
平

竹
御
所
と
石
山
尼　
「
家
」
を
つ
な
い
だ
女
性
た
ち�

小
野　

翠

三
浦
義
村　
八
難
六
奇
の
謀
略
、
不
可
思
議
の
者�

真
鍋
淳
哉

大
江
広
元
と
三
善
康
信（
善
信
）　
京
・
鎌
倉
を
む
す
ぶ�

文
士
の
つ
な
が
り�

佐
藤
雄
基

宇
都
宮
頼
綱　
京
都
で
活
動
し
た
東
国
武
士�

野
口　

実

コ
ラ
ム　
鎌
倉
幕
府
と
陰
陽
師�

赤
澤
春
彦

Ⅲ 

顕
密
仏
教
と
禅
律
僧

慈

円　
法
壇
の
猛
将�

菊
地
大
樹

聖

覚　
エ
リ
ー
ト
学
僧
の
挫
折�

平　

雅
行

定

豪　
鎌
倉
幕
府
の
政
僧�

海
老
名
尚

円

爾　
公
武
の
帰
依
と
南
宋
文
化�

原
田
正
俊

叡

尊　
宗
教
的
「
平
和
」
運
動
と
鎌
倉
下
向�
細
川
涼
一

コ
ラ
ム　
東
大
寺
宗
性
―
―
学
僧
多
忙�
横
内
裕
人

表 1 表 4 注文書構成
い
ず
れ
も
Ａ
５
上
製 

カ
バ
ー
装 

各
４
２
０
ペ
ー
ジ　

各
巻
予
価
４
５
０
０
円
＋
税

↓ 

図
版
（
上
か
ら
）
●
『
平
治
物
語
絵
巻
』（
信
西
巻
・
部
分　

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）
●
『
模
本
春
日
権
現
験
記
絵
巻
』（
部
分　

東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
●
『
法
華
経
（
久
能
寺
経
）』（
部
分　

東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
●
厳
島
（『
船
附
理
人
写
真
集
』
よ
り
）
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人
物
に
即
し
て
歴
史
を
描
く
と
い
う
手
法
は
、
読
者
に
と
っ

て
過
去
に
寄
り
添
い
や
す
い
せ
い
か
、
幾
度
も
試
み
ら
れ
て
き

た
。
そ
ん
な
な
か
で
、
今
回
の
『
中
世
の
人
物　

京
・
鎌
倉
の

時
代
編
』
全
三
巻
に
は
、
ひ
と
味
ち
が
っ
た
工
夫
が
見
ら
れ

る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
斯
界
を
代
表
す
る
学
者
を
編
者
と
す
る
三
巻
は
、

タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
一
二
世
紀
な
か
ば
か
ら
の

約
一
世
紀
と
い
う
比
較
的
短
い
時
期
に
絞
り
こ
ま
れ
、
し
か

も
、
各
巻
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
、
二
〇
本

ほ
ど
の
本
論
と
三
本
の
コ
ラ
ム
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

時
代
相
を
論
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
切
り
取
っ
た
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
保
元
の
乱
に
つ
い
て
、
鳥
羽
院
と
崇
徳
院
、
藤

原
忠
実
、
同
忠
通
、
同
頼
長
、
源
為
義
、
阿
多
忠
景
と
源
為
朝

と
い
っ
た
、
多
彩
な
人
物
の
眼
を
通
し
て
、
し
か
も
各
論
者
の

独
創
的
な
見
解
に
膝
を
打
ち
つ
つ
、
多
面
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

　

テ
ー
マ
の
立
て
方
に
も
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。
個
人
に

還
元
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
満
遍
な
く
叙
述
す
る
の
で
な

く
、
各
人
が
歴
史
の
な
か
で
際
だ
っ
た
役
割
を
演
じ
た
時
期
に

焦
点
を
合
わ
せ
、
し
か
も
で
き
る
限
り
他
者
や
人
間
集
団
と
の

関
係
に
即
し
た
か
た
ち
で
（
コ
ラ
ム
で
は
人
間
集
団
そ
の
も
の
を

テ
ー
マ
と
す
る
）、
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
鎌
倉
幕
府
初
期
に
つ
い
て
見
る
と
、
源
頼
政
と

以
仁
王
、
源
義
経
と
範
頼
、
和
田
義
盛
と
梶
原
景
時
、
北
条
時

政
と
牧
の
方
、
大
江
広
元
と
三
善
康
信
な
ど
と
い
っ
た
組
み
合

わ
せ
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
個
人
単
位
の
人
物
史
と
は
異
な
る

デ
ュ
ア
ル
な
歴
史
像
が
描
き
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
編
集
方
針
の
成
果
と
し
て
、
従
来
の
企
画
で

は
取
り
上
げ
ら
れ
に
く
か
っ
た
人
物
を
掬
い
と
る
こ
と
が
で
き

た
。
信
実
、
阿
多
忠
景
、
藤
原
経
宗
、
池
禅
尼
、
二
位
尼
、
源

範
頼
、
大
庭
景
親
、
城
助
長
、
同
助
職
、
藤
原
秀
康
、
九
条
頼

嗣
、
三
善
康
信
、
宇
都
宮
頼
綱
、
聖
覚
、
定
豪
と
い
っ
た
顔
ぶ

れ
で
あ
る
。
女
性
と
僧
侶
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
よ
う
と
い
う

方
針
も
窺
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
後
白
河
院
、
平
清
盛
、
源
頼
朝
、
後
鳥
羽
院
と

い
っ
た
大
物
に
は
、
し
か
る
べ
き
論
者
と
紙
数
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

　

創
見
に
み
ち
た
本
シ
リ
ー
ズ
が
広
く
読
ま
れ
、
続
編
の
企
画

へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

清
文
堂
出
版
で
は
、
刊
行
中
の
『
古
代
の
人
物
』
全
六
巻
に

次
い
で
、『
中
世
の
人
物　

京
・
鎌
倉
の
時
代
編
』
全
三
巻
の

刊
行
を
始
め
る
と
い
う
。
保
元
の
乱
前
後
か
ら
鎌
倉
中
期
ご
ろ

ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
。「
第
一
巻　

保
元
・
平
治
の
乱
と

平
氏
の
栄
華
」、「
第
二
巻　

治
承
～
文
治
の
内
乱
と
鎌
倉
幕
府

の
成
立
」、「
第
三
巻　

公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界
」
か
ら
成

り
、
政
治
史
が
中
心
で
あ
る
が
、
仏
教
史
に
も
配
慮
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
編
者
は
元
木
泰
雄
・
野
口
実
・
平
雅
行
氏
で
あ

り
、
広
い
識
見
と
展
望
を
持
ち
、
現
在
の
中
世
史
学
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
人
々
で
あ
る
。

　

七
〇
ほ
ど
の
テ
ー
マ
が
立
て
ら
れ
、
数
十
名
で
分
担
し
て
執

筆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
執
筆
者
は
、
比
較
的
若
い
が
、
現
在

も
っ
と
も
精
力
的
に
研
究
を
進
め
、
次
々
に
成
果
を
生
み
出
し

て
い
る
。
従
っ
て
日
本
中
世
史
に
関
す
る
最
新
の
見
解
が
、
平

易
な
語
り
口
で
読
者
に
伝
え
ら
れ
る
と
思
う
。

　

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
中
期
ま
で
、
一
〇
〇
年
ほ
ど
の
期
間
に

七
〇
近
い
テ
ー
マ
と
な
れ
ば
、
か
な
り
詳
密
な
内
容
と
な
り
、

中
世
史
を
縦
横
に
隈
な
く
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
、
歴
史
好

き
な
人
々
の
満
足
も
得
ら
れ
よ
う
。
平
清
盛
、
後
白
河
院
ら
時

代
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
を
通
じ
て
、
歴
史
の
大

き
な
流
れ
が
つ
か
め
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
藤
原
忠
実
、
覚
仁
、

阿
多
忠
景
、
藤
原
経
宗
、
池
禅
尼
ら
に
は
、
多
く
の
読
者
は
初

め
て
接
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
ら
を
通
じ
て
大
ま
か
な
叙
述

で
は
捉
え
き
れ
な
い
が
、
し
か
も
重
要
な
問
題
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

歴
史
研
究
者
で
は
な
く
、
一
般
読
者
を
対
象
と
し
た
シ
リ
ー

ズ
で
は
あ
る
が
、
新
進
気
鋭
の
人
々
の
大
胆
な
新
説
の
開
陳
が

期
待
さ
れ
る
だ
け
に
、
専
門
史
家
も
心
を
躍
ら
せ
て
読
む
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
高
度
の
研
究
内
容
を
平
易
に
一
般
読
者
に
披

露
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
執
筆
者
も
編
集

者
も
、
業
界
用
語
や
業
界
的
発
想
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
執
筆
者
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
代
に
つ

い
て
、
新
鮮
で
魅
力
的
な
全
体
像
が
描
か
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　

歴
史
や
古
典
文
学
の
楽
し
さ
の
原
点
は
、
そ
の
時
代
を
生
き

て
い
た
一
人
一
人
の
人
物
に
つ
い
て
考
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
歴
史
学
は
、
個
人
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
歴
史
を
動
か

す
大
き
な
力
に
つ
い
て
考
え
る
の
だ
ろ
う
し
、
文
学
研
究
は
、

実
際
の
歴
史
事
実
と
は
異
な
る
虚
構
の
世
界
を
考
え
る
の
で
は

あ
る
け
れ
ど
、
学
問
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、
英
雄
的
な
武
将

に
あ
こ
が
れ
た
り
、
不
思
議
な
女
性
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
と

い
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
研
究
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
あ
れ
こ
れ
考
え
た
末
に
、
結
局
は
あ
る
人
物
の
人
生
を
た

ど
っ
て
み
る
と
い
う
研
究
に
至
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
い
わ

ゆ
る
源
平
合
戦
期
の
前
後
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
が
、
そ

う
し
た
楽
し
さ
を
か
き
た
て
る
物
語
性
に
富
ん
だ
人
々
の
宝
庫

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
一
人
一
人
の
人
生

を
た
ど
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
一
人
一
人
を
主
人
公
と
し
た
物
語

が
あ
る
。

　

歴
史
ド
ラ
マ
は
、
え
て
し
て
現
代
の
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
や
企
業

ド
ラ
マ
に
翻
案
し
た
お
話
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
こ
こ

で
い
う
物
語
は
少
し
違
う
。
中
世
に
生
き
た
人
々
は
、
私
た
ち

と
は
習
慣
も
考
え
方
も
感
じ
方
も
全
く
違
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

人
々
が
、
宮
廷
で
、
戦
場
で
、
あ
る
い
は
寺
院
の
中
で
、
他
の

人
々
と
ど
ん
な
人
間
模
様
を
織
り
な
し
な
が
ら
生
き
た
の
か
。

私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
世
界
に
彼
ら
を
呼
ん
で
来
よ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
世
界
で
は
、
今
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
奇
怪
な

人
物
を
見
つ
け
た
り
、
知
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
人
が
実
は

全
く
違
っ
た
風
貌
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
と

い
っ
た
新
鮮
な
驚
き
の
数
々
が
私
た
ち
を
待
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
の
時
代
を
生
き
た
一
人
一
人
に
即
し

て
、
そ
の
人
生
を
明
ら
か
に
す
る
。
執
筆
陣
に
は
、
現
在
の
歴

史
学
の
最
前
線
に
い
る
方
々
が
総
動
員
で
、
ま
た
適
材
適
所
で

配
置
さ
れ
て
い
て
、
実
に
壮
観
で
あ
る
。
歴
史
学
は
日
進
月

歩
、
一
昔
前
の
常
識
は
す
っ
か
り
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
最
新
の
成
果
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
わ
か
り
や

す
い
解
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
こ
の
時

代
を
支
え
た
個
性
的
な
人
々
の
顔
が
新
た
に
見
え
て
き
て
、
わ

く
わ
く
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
こ
の
人
の
眼
に
は
、
世
界

は
こ
ん
な
風
に
映
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
想
像
が
次
か
ら
次

へ
と
働
い
て
、
歴
史
の
全
体
像
が
立
体
的
に
立
ち
上
が
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。
是
非
、
多
く
の
読
者
が
手
に
と
っ
て
、
魅
力
的

な
人
物
の
物
語
を
一
つ
一
つ
浮
か
び
上
が
ら
せ
な
が
ら
、
こ
の

時
代
を
た
ど
る
興
奮
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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